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人の言葉の大切さ
鹿児島・木原　心愛
　毎朝ニュースを見ていると、子どもに関する事件が記おくにのこります。最近のニュースだと、「五才女児ぎゃくたいし」の事件。この子は、両親から十分な食事をあたえてもらえなかったり、毎朝四時ごろに起きて、ひらがなの練習をさせられたりしていたそうです。一番印象的だったのは、「もっと明日はできるようにするから、もうおねがいゆるして」などと書いていたことです。このニュースを知るまでは、みんな自分と同じような生活を送っていることがふつうだと思っていたけれど、このような家庭もあるのかとおどろきました。

他にも、テレビを見ていると、はんざい事件のニュースなどを見ることがよくあります。そんな時わたしは、テレビで流れていることなので、「本当にこんなことが起きるのかな。」と、ぎ問に思います。そして、なぜはんざいをしてしまう人がいるのかふしぎです。

ある時、けいさつ官をしているお父さんに、そのことを聞いてみました。すると、お父さんは、「はんざいやひ行をしてしまう人は、自分の気持ちをおさえることができない、相手の立場になって物事を考えられない、自分さえよければという考えを持っている。こんな人だと思うよ。」と教えてくれました。また、「自分のからにとじこもって、自分の気持ちを言えなかったり、なやみをかかえて自せいがきかなくなったりしてはんざいやひ行に走ることも少なくないよ。」とどうしてそんな人になってしまうのかも話してくれました。

そこで、どうしたらはんざいやひ行の無い社会にしていけるのか考えてみました。すると、二つのことを思いつきました。

まず一つ目は、「不安・なやみや不満などがあったら、友達や家族など周りにいる人たちに話をする」ことです。周りにいる友達や家族は、自分のせいかくをよく知っていると思います。だから、相だんしやすいと思います。そんな人に相だんすることで、意見を聞いてはげましてくれたり、自分の考えとちがう意見をもらえたりします。そうすることで、イライラやモヤモヤした気持ちがおさえられて、落ち着いたはんだんができるようになると思うからです。わたしは、お父さんの仕事でようち園の時から三回ひっこしをしています。そのため、新しいかんきょうや友達作りがとても不安でした。そして、学校から帰ってくるたびに、お母さんに相だんしていました。すると、お母さんは、いつもはげましてくれ、いやだなと思っていたモヤモヤな気持ちが無くなりスッキリした気分になりました。

二つ目は、小学生のうちから学校や家庭ではんざいについて話し合うということです。はんざいをしてしまう人たちは、中学生から成人になったくらいの人たちが多いとお父さんから聞きました。だからこそ、小学生のころから「はんざいとは何なのか」「はんざいをするとどうなるのか」と言ったことを学校や家庭で話しておく必要があると思います。そうすることで、「はんざいは、してはいけないこと」という考えをしっかり持てると思います。

お父さんは、はんざいやひ行をした人の取り調べをする時に、心がけていることがあるそうです。それは、相手の話をしっかりと聞き、相手が自分に心を開いてくれるように語りかけ、心と心で会話ができる関係づくりをすることです。気軽にコミュニケーションができるいい人間関係をつくること。そして、人のいたみや悲しみ、苦しさを分かることができるようになること。そうすれば、はんざいやひ行が起きないのだそうです。
これから、わたしは、お母さんにしてもらったように、友達がこまっていたら話を聞いてあげたり、はげましの言葉をかけてあげたりしたいと思います。自分の行動によって相手の気持ちがすくわれると、「人の役に立てたな」とよろこびを感じることができます。まずは、わたし自身が動くことからみんなの気持ちをかえていきたいです。
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